
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和８年８月２８日（金）   １０：０１～１０：０９ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：高 市 早 苗 内閣総理大臣 

林 芳 正 国務大臣（総務大臣） 

平 口  洋 国務大臣（法務大臣） 

茂 木 敏 充 国務大臣（外務大臣） 

片 山 さつき 国務大臣（財務大臣、内閣府特命担当大臣） 

松 本 洋 平 国務大臣（文部科学大臣） 

鈴 木 憲 和 国務大臣（農林水産大臣） 

赤 澤 亮 正 国務大臣（経済産業大臣、内閣府特命担当大臣） 

金 子 恭 之 国務大臣（国土交通大臣） 

石 原 宏 高 国務大臣（環境大臣、内閣府特命担当大臣） 

小 泉 進次郎 国務大臣（防衛大臣） 

木 原  稔 国務大臣（内閣官房長官） 

牧 野 たかお 国務大臣（復興大臣） 

あかま 二 郎 国務大臣（国家公安委員会委員長、内閣府特命担当大臣） 

黄川田 仁 志 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

城 内 実 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

欠 席 者：上 野 賢一郎 国務大臣（厚生労働大臣） 

松 本   尚 国務大臣（デジタル大臣、内閣府特命担当大臣） 

小野田 紀 美 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

陪 席 者：尾 﨑 正 直 内閣官房副長官 

佐 藤   啓 内閣官房副長官 

露 木 康 浩 内閣官房副長官 

岩 尾 信 行 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

○一般案件       ４件 

○人事         ２件 

○配布         ２件 

いずれも、案件表のとおり、決定、了解等となった。 
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議事内容： 

○木原国務大臣：ただ今から、閣議を開催いたします。 

  まず、閣議案件について、尾﨑副長官から御説明申し上げます。 
○尾﨑内閣官房副長官：一般案件について、申し上げます。まず、予備費の使用につ

いて、御決定をお願いいたします。本件は、令和８年熊本地震による被災地域の支

援に必要な経費として、一般会計予備費から約１，４６８億円を、エネルギー対策

特別会計エネルギー需給勘定予備費から約１０億円を、それぞれ使用するものであ

ります。 
  次に、「日米地位協定」第２条に基づく、施設・区域の共同使用等について、御決

定をお願いいたします。今回の案件は、日米豪共同指揮所演習を実施するため、キ

ャンプ桑江の一部土地を共同使用するもの等、計１７件であります。  
  次に、人事案件について、申し上げます。まず、茂木外務大臣が、各国外相会談

等のため、明日から９月４日まで、片山財務大臣が、Ｇ２０財務大臣・中央銀行総

裁会議出席等のため、明日から９月３日まで、小野田内閣府特命担当大臣が、Ｇ２

０イノベーション大臣会合出席等のため、３１日から９月３日まで、それぞれ海外

出張されますので、御了解をお願いいたします。 
  次に、安田喜憲外１３６名の叙位又は叙勲について、御決定をお願いいたします。 
  次に、配布資料といたしまして、「労働力調査報告」があります。本件につきまし

ては、後程、総務大臣及び、関連して厚生労働大臣臨時代理たる黄川田大臣から御

発言があります。 
  次に、件名外案件について、申し上げます。「航空協定の付表の改正に関する書

簡」をカタールとの間に交換することについて、御決定をお願いいたします。本件

は、更なる航空自由化を促進する観点から、両国の指定航空企業の航空運送路線を

改正することについて、取り極めるものであります。なお、相手国政府との書簡交

換まで不公表といたしたいので、御了承をお願いいたします。 
○木原国務大臣：次に、大臣発言がございます。まず、総務大臣から２件御発言がご

ざいます。 
○林国務大臣：９月、１０月の２か月間は、「行政相談月間」です。総務省においては、

国民の皆様から国の行政などに関する様々な相談を随時受け付けているほか、令和

８年熊本地震や令和８年８月千葉豪雨により被災された方々からの相談にも丁寧

に対応しているところです。来月から始まる「行政相談月間」を中心に、行政相談

委員に加え、各府省などにも御参加いただき、ワンストップで対応する「１日合同

行政相談所」を全国１４９か所で開設します。総務省では、期間中の取組を通じ、

行政相談に関する国民の皆様の理解を深め、更なる利用を促進してまいります。各

大臣におかれましては、この期間はもとより行政相談への御協力をお願い申し上げ

ます。 
○林国務大臣：本日、労働力調査結果を公表いたしました。７月の完全失業率は、季

節調整値で２．４％と、前月に比べ０．１ポイントの低下となりました。就業者数

は６，８５０万人と、前年同月と同数となりました。今後も就業者や完全失業者な
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どの状況を注視してまいります。 
○木原国務大臣：次に、厚生労働大臣臨時代理たる黄川田大臣から御発言がございま

す。 
○黄川田国務大臣：令和８年７月の有効求人倍率は、季節調整値で１．１８倍と、前

月と同水準となりました。求人・求職の動向や、総務大臣から報告のありました労

働力調査の結果をみますと、現在の雇用情勢は、有効求人倍率は横ばいで、求人が

引き続き求職を上回って推移しており、緩やかに持ち直しています。物価上昇・中

東情勢等が雇用に与える影響に留意する必要があると考えています。引き続き、雇

用と生活をしっかりと守るため、求職者の方が置かれている状況に応じた、きめ細

かな就労支援に取り組むとともに、事業主の方に対する人材確保支援に取り組んで

まいります。 
○木原国務大臣：次に、あかま大臣。 
○あかま国務大臣：令和８年度「防災の日」総合防災訓練について、御説明いたしま

す。政府においては、９月１日の「防災の日」に、総合防災訓練として、閣僚の徒

歩等による参集訓練を実施した後、官邸において、千島海溝地震・日本海溝地震を

想定した政府の緊急災害対策本部の運営訓練を実施いたします。その後、総理には、

神奈川県厚木市で実施される「９都県市合同防災訓練」に合わせ、現地に赴き被災

状況を調査する「現地調査訓練」を実施していただきます。各閣僚におかれまして

は、「防災の日」総合防災訓練の実施への協力とともに、各省庁での防災訓練に取り

組まれますよう、お願いいたします。 
○木原国務大臣：次に、内閣総理大臣から御発言がございます。 
○高市内閣総理大臣：茂木大臣、片山大臣及び小野田大臣は、それぞれ海外出張いた

しますが、その出張不在中、木原内閣官房長官を外務大臣の、林大臣を財務大臣の、

黄川田大臣を小野田内閣府特命担当大臣の、臨時代理又は事務代理とすることとい

たします。 
○木原国務大臣：これをもちまして、閣議を終了いたします。 
  引き続き、閣僚懇談会を開催いたします。 
  御発言はございますか。 
  無いようですので、以上をもちまして、閣僚懇談会を終了いたします。 
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令和８年 

８月 28日 

◎ 一 般 案件

○ 令 和 ８年度 一 般会 計 予備 費 使用 （ ４０ 件 ）に つ い

て （ 決 定）             （ 財 務省 ）

〃 ○令 和８年 度 エネ ル ギー 対 策特 別 会計 エ ネル ギ ー需

給 勘 定 予備費 使 用に つ いて （ 決定 ）   （ 同上 ）

〃 ○「 日本国 と アメ リ カ合 衆 国と の 間の 相 互協 力 及び

安 全 保 障条約 第 ６条 に 基づ く 施設 及 び区 域 並び に

日 本 国 におけ る 合衆 国 軍隊 の 地位 に 関す る 協定 」

第 ２ 条 に基づ く 施設 及 び区 域 の共 同 使用 及 び追 加

提 供 に ついて （ 決定 ）        （ 防 衛省 ）

◎ 人 事 

 ☆ 外 務大 臣茂 木 敏充 外 ２名 の 海外 出 張に つ いて

（ 了 解 ）

 ☆ 人 間文 化研 究 機構 国 際日 本 文化 研 究セ ン ター 名 誉

教 授 安 田 喜憲外 １ ３６ 名 の叙 位 又は 叙 勲に つ いて

（ 決 定 ）

◎ 配 布 

☆ 労 働 力 調査報 告 （ 総 務省 ） 

☆ 月 例 経 済報告  （ 内閣 府 本府 ） 

〔 ○ 署名 あ り ☆ 署名 な し〕

（ 金 ）閣 議 案 件

資 料
あ り

資 料
な し

資 料
あ り

［ 別　添 ］

4



  令和８年 

８月 28日 

◎ 一 般案 件

○ 航 空業務 に 関す る 日本 国 とカ タ ル国 と の間 の 協定

の 付 表 の 改正に 関 する 書 簡の 交 換に つ いて

（ 決 定 ）              （外 務 省）

〔 ○ 署名 あ り ☆ 署名 な し〕

（ 金 ）件 名 外 案 件

資 料
な し
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